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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第21期

第３四半期連結
累計期間

第22期
第３四半期連結

累計期間
第21期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 610,682 497,132 814,280

経常損失(△) (千円) △201,494 △197,535 △277,615

四半期(当期)純損失(△) (千円) △249,049 △203,563 △263,277

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △369,153 △246,436 △361,452

純資産額 (千円) △84,519 303,716 222,902

総資産額 (千円) 488,722 779,501 680,715

１株当たり四半期(当期)純損失
金額(△)

(円) △22.99 △14.91 △23.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) △37.9 34.0 28.4
 

 

回次
第21期

第３四半期連結
会計期間

第22期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △5.41 △5.39
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成25年10月１日付けで１株を100株に分割いたしました。これに伴い、第21期の期首に株式分割が行われ

たと仮定し、１株当たり四半期（当期）純損失を算定しております。

４．第21期、第21期第３四半期連結累計期間及び第22期第３四半期連結累計期間は１株当たり当期純損失又は１

株当たり四半期純損失を計上しているため、潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

 

（スマートフォンアプリ事業）

　当第３四半期連結会計期間において、スマートフォンアプリ事業をさらに推進するため、スマートフォン、タブ

レットPC向けソーシャルゲームアプリの開発及び運営を目的としたGala Connect Inc.を韓国に新規設立しておりま

す。

　

この結果、平成26年12月31日現在では、当社グループは、当社及び子会社６社により構成されることとなりまし

た。

 

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等

に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更があった事項は以下の通りであ

ります。

 
(1)　継続企業の前提に関する重要事象等について　

当社グループは、前連結会計年度において営業損失345,971千円及び当期純損失263,277千円を計上しており

ます。また、当第３四半期連結累計期間においても売上高は497,132千円、前年同四半期比18.6％減少となり、

営業損失227,575千円及び四半期純損失203,563千円を計上しており、現在の低迷した売上状況が継続すれば営

業損失が継続し資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当該状況等により継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当社グループでは、当該状況を早期に解消又は改善すべく対応策に取り組んでおりますが、現時点では継続

企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、継続企業の前提に関する事項及びその対応策に関

しましては、「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュフロー状況の分析 (6)継続企業の前提に関する重要事象

等について」に記載しております。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 業績の状況

当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績の概況は、連結売上高497,132千円（前年同四半期比

18.6％減）となり、大幅な減収となりました。

これは、オンラインゲーム事業の売上高が減少し、スマートフォンアプリ事業の売上高が収入貢献に至っていな

い状況によるものであります。

また、従前より販売費及び一般管理費の削減を進めているものの、スマートフォンアプリ事業の開発費用の計

上や当第３四半期連結累計期間にサービスを開始したゲームアプリ「Flyff All Stars（フリフオールスター

ズ）」英語版のプロモーションの費用計上により、営業損失227,575千円（前年同四半期半期営業損失283,708千

円）、経常損失197,535千円 （前年同四半期経常損失201,494千円）四半期純損失203,563千円（前年同四半期純

損失249,049千円）となりました。

 

セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度に米国子会社Gala Innovative Inc.の事業活動を休止したため、第１四半期連結累計期

間から同社を「日本」セグメントに含めております。これにより、第１四半期連結会計期間から「米国」セグメ

ントはありません。

なお、前年同四半期のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載しております。
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① 日本

日本セグメントでは、主な売上高は国内子会社㈱ガーラウェブのその他事業（ホームページ制作・保守、コ

ミュニティ関連サービス）となりました。ホームページ制作・保守につきましては、企業のコスト削減意識が

継続しており、売上高は減収となりました。

スマートフォンアプリ事業では、㈱ガーラポケットにおいて、第２四半期連結会計期間に恋愛シミュレー

ションゲームアプリ「もしカノ もしも彼女が・・・」のサービスを開始し、パズルゲームアプリ

「Supermagical（スーパーマジカル）」では、第２四半期連結会計期間にAndroid日本語版を、当第３四半期連

結会計期間にAndroid英語版及び韓国語版を中国以外の全世界でサービスを開始いたしましたが、収益貢献に至

りませんでした。

　なお、㈱エディアが開発しサービス提供しておりますカードバトルゲームアプリ「乱世のケモノこれくしょ

ん」を㈱ガーラポケットが海外展開サポートを行い、㈱エディアにより当第３四半期連結会計期間にAndroid英

語版を130ヶ国（地域）でサービスを開始いたしました。

また、当社において、当連結会計年度から韓国連結子会社に対する、オンラインゲーム及びスマートフォン

ゲームアプリのキャラクター利用料を内部取引として収入計上しております。

これらの結果、日本セグメントにおける売上高は129,402千円（内部取引を含む）と前年同四半期比で7,278

千円（5.3％）の減収となり、セグメント損失が146,300千円（内部取引を含む。前年同四半期は262,167千円の

損失）となりました。

 

② 韓国

韓国セグメントでは、Gala Lab Corp.のオンラインゲーム事業で主力ゲームの「Flyff Online（フリフオン

ライン）」及び「Rappelz（ラペルズ）」において、第２四半期連結会計期間にアップデートを実施したもの

の、当第３四半期連結累計期間では売上高が対前年同期比で減少いたしました。スマートフォンアプリ事業で

は、既存ゲームアプリ「Dungeons & Golf（ダンジョンズ＆ゴルフ）」の売上高が期待値から大きく乖離した状

態が継続しておりますが、第２四半期連結累計期間に新規パズルゲームアプリ「Flyff Puzmon（フリフパズモ

ン）」英語版、当第３四半期累計期間に新規ゲームアプリ「Flyff All Stars（フリフオールスターズ）」英語

版のサービス提供を開始いたしました。これに伴い、今後の収益獲得に向けて「Flyff All Stars（フリフオー

ルスターズ）」英語版のプロモーションを実施いたしました。

　また、当第３四半期連結累計期間にスマートフォンアプリ事業を行うGala Connect Inc.を新規設立し、事業

開始に向けて準備を開始いたしました。

　これらの結果、韓国セグメントの売上高は434,906千円（内部取引を含む）と前年同四半期比で84,738千円

（16.3％）の減収となり、セグメント損失が88,965千円（内部取引を含む。前年同四半期は7,499千円の損失）

となりました。

なお、Gala Lab Corp.では、スマートフォンアプリ事業でオンラインゲーム「Flyff Online（フリフオンラ

イン）」を題材とするスマートフォンゲームアプリ「Flyff Puzmon（フリフパズモン）」、「Flyff All Stars

（フリフオールスターズ）」、「Flyff StompRun（フリフストンプラン）」の多言語展開に向けて開発を進め

ており、第２四半期連結会計期間より順次サービス提供を開始しております。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループでは、「オンライン・コミュニティ」を中心としてビジネス展開を行い、収益確保を実現するた

め、グローバルなビジネス展開を推進し、世界規模のビジネスネットワークの構築にむけて取り組んでおりま

す。

また、インターネット環境の変化に適応し、当社グループの新たな収益獲得基盤を構築すべく、スマートフォ

ンアプリ事業展開を積極的に進めて行く予定であります。

 

(5) 経営者の問題認識と今後の方針について

インターネット環境が日々進化し普及率が高まるにつれて、個人消費者におけるインターネット環境が向上

し、人々の関わり方にも変化がもたらされています。

当社グループにおきましては、インターネットにおけるコミュニティ関連サービスの提供を通じて、世界中の

人々の交流を促進し、地球規模での人と人との交流を大切にしたいと考えております。現在は、インターネット

における人々のコミュニケーションの促進を図るスマートフォン向けアプリケーションの開発及び提供を中核と

するオンライン・コミュニティを中心としたビジネスをグローバルに展開し、リーディングカンパニーとなるた

めの移行期であり、競争優位性の確立のための準備段階と認識しております。

中長期的には以下の戦略において事業展開を計画しております。

① スマートフォンアプリ事業

当社グループの主要事業に成長させるべく、第三者からの資本参加も含めて、アプリ開発及びライセンス取

得に必要な資金を確保しながら、当社グループのグローバルなネットワークを活用し、アプリ開発及びライセ

ンス取得に努めます。また、グローバルにサービス提供を行う体制を構築してまいります。

② オンラインゲーム事業

当社グループは開発元として、既存タイトルのアップデートを継続し、パブリッシャーからの安定的な収益

獲得を目指します。

③  その他事業

コミュニティ・ソリューション事業

当社グループの提供するコミュニティのソリューションビジネスにおける更なる拡充及び効率化を目指しま

す。「オンライン・コミュニティ」の確立により派生する新たなサービスを、既存のサービスと相互に関与さ

せることにより、当社グループのビジネスへの展開を目指しております。

 

(6) 継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク (1)継続企業の前提に関する重要事象等について」に

記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当該状況等を解消し、又は改善するための対応策として、① スマートフォンアプリ事業のグローバル展開に当

社グループの経営資源を集中させるため、組織体制の見直し及びグループの再編の実施、② グループ全体で組織

体制の見直し及び大幅な人員削減の実施、③ 資金繰りについて取り組んでおります。

　当社グループの対応策の詳細は、「第４ 経理の状況 継続企業の前提に関する事項」に記載しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,292,000

計 39,292,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,685,200 14,696,400
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 14,685,200 14,696,400 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」には、平成27年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日
（注）１

572,300 14,685,200 56,903 2,559,905 56,903 1,088,364

 

　（注）１．新株予約権の行使による増加であります。　

　　　　２．平成27年１月１日から平成27年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が11,200

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ1,726千円増加しております。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,112,100
141,121

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

単元未満株式
普通株式

800　
― ―

発行済株式総数 14,112,900 ― ―

総株主の議決権 ― 141,121 ―
 

（注） 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、海南監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第21期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

　第22期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　海南監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 ※1  424,648 490,648

  売掛金 71,530 98,166

  前渡金 35,000 34,714

  その他 38,210 31,004

  貸倒引当金 △303 △2,421

  流動資産合計 569,085 652,112

 固定資産   

  有形固定資産 2,940 5,888

  無形固定資産   

   ソフトウエア 149 278

   その他 136 112

   無形固定資産合計 286 391

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,407 3,397

   長期貸付金 91,284 104,291

   破産更生債権等 23,062 23,062

   敷金及び保証金 10,922 8,100

   その他 28 2,561

   貸倒引当金 △20,303 △20,303

   投資その他の資産合計 108,402 121,109

  固定資産合計 111,629 127,388

 資産合計 680,715 779,501

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 10,195 4,755

  短期借入金 - 36,522

  1年内返済予定の長期借入金 11,520 -

  未払金 87,402 64,599

  未払費用 54,563 55,795

  前受金 45,384 31,288

  前受収益 40,411 23,507

  未払法人税等 1,482 1,117

  賞与引当金 3,674 1,837

  その他 4,497 4,182

  流動負債合計 259,129 223,606

 固定負債   

  長期前受収益 71,906 112,932

  繰延税金負債 55 51

  退職給付に係る負債 69,120 88,104

  長期預り保証金 57,600 51,089

  固定負債合計 198,683 252,177

 負債合計 457,813 475,784
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,401,373 2,559,905

  資本剰余金 929,832 1,088,364

  利益剰余金 △2,666,197 △2,869,761

  株主資本合計 665,009 778,509

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 100 93

  為替換算調整勘定 △471,887 △513,663

  その他の包括利益累計額合計 △471,787 △513,569

 新株予約権 29,679 27,747

 少数株主持分 - 11,029

 純資産合計 222,902 303,716

負債純資産合計 680,715 779,501
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 610,682 497,132

売上原価 183,855 130,719

売上総利益 426,827 366,412

販売費及び一般管理費 710,535 593,988

営業損失（△） △283,708 △227,575

営業外収益   

 受取利息 2,978 6,570

 為替差益 80,657 24,268

 その他 2,756 619

 営業外収益合計 86,392 31,458

営業外費用   

 支払利息 3,680 1,343

 その他 498 74

 営業外費用合計 4,179 1,418

経常損失（△） △201,494 △197,535

特別利益   

 新株予約権戻入益 4,231 304

 契約解除益 5,045 -

 固定資産売却益 - 41

 特別利益合計 9,276 345

特別損失   

 減損損失 15,959 -

 本社移転費用 2,164 -

 特別損失合計 18,123 -

税金等調整前四半期純損失（△） △210,341 △197,189

法人税、住民税及び事業税 14,927 8,274

過年度法人税等 23,780 -

法人税等合計 38,707 8,274

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △249,049 △205,463

少数株主損失（△） - △1,900

四半期純損失（△） △249,049 △203,563
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △249,049 △205,463

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12 △6

 為替換算調整勘定 △120,116 △40,966

 その他の包括利益合計 △120,103 △40,972

四半期包括利益 △369,153 △246,436

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △369,153 △245,346

 少数株主に係る四半期包括利益 - △1,090
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　当社及び連結子会社(以下、「当社グループ」という。)は、前連結会計年度において営業損失345,971千円及び当期純

損失263,277千円を計上しております。また、当第３四半期連結累計期間においても売上高が前年同四半期に比べ18.6％

減の497,132千円となり、営業損失227,575千円及び四半期純損失203,563千円を計上しております。現在の低迷した売上

状況が継続すれば営業損失が継続し資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当該状況等により継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当社グループは、当該状況を早期に解消又は改善すべく、以下の対応策を実施してまいります。

　まず、スマートフォンアプリ事業において平成25年４月にライセンス取得したアプリのグローバル展開において、

Gala Lab Corp.で改良を進めてサービス提供いたしております。また、Gala Lab Corp.では自社開発のオンラインゲー

ムを題材としたスマートフォンゲームアプリの開発及びサービス提供も進めております。㈱ガーラポケットでも新規ア

プリの開発、サービス提供及び新規ビジネスとして国内ゲームアプリの海外展開サポートを開始しており、外国人向け

の日本アドネットワークの構築準備も進めております。今後もアプリタイトルの増加や新規ビジネスによる収益力の向

上を図ってまいります。

　また、グループ全体で大幅な人員及び経費の削減を実施し、スリム化を図っております。今後も必要に応じて経営の

効率化を図るため、組織体制及び人員配置の見直しを実施してまいります。

　資金繰りにつきましては、前連結会計年度に第三者割当増資及び新株予約権の発行により当面の事業資金を確保し、

当第３四半期連結累計期間には新株予約権の行使による払込もありましたが、当面の厳しい事業環境を乗り越えるべ

く、取引金融機関に対して新規借入について引続き協議を進めるなど、資金調達も検討してまいります。

　以上の施策を実施するとともに、今後も引続き有効と考えられる施策については、積極的に実施してまいります。

　しかしながら、これらの改善策を実施してもなお、今後の売上高及び利益の回復は、組織体制の見直し、スマート

フォン向けアプリの開発の進捗状況、市場投入の時期、市場での競争激化による環境の変化等に左右されることから、

現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　　（１）連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間より、新たに設立したGala Connect Inc.を連結の範囲に含めております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　担保に供している資産

当社とWebzen Inc.との間で締結した、Gala-Net Inc.株式譲渡契約に基づき質権設定された外貨定期預金は次のとお

りであります。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

現金及び預金 51,440千円 －千円

計 51,440千円 －千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 11,184千円 1,826千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

当社は平成25年９月17日付で、菊川曉氏（当社代表取締役）から第三者割当増資の払込を受けました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が44,275千円、資本準備金が44,275千円増加し、当

第３四半期連結会計期間末において資本金が、2,215,902千円、資本剰余金が744,361千円となっておりま

す。

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

当社は平成26年７月18日、平成26年９月４日、平成26年９月８日、平成26年９月18日、平成26年10月１

日及び平成26年12月９日にＯａｋキャピタル㈱から新株予約権の行使による払込を受けました。この結

果、当社グループ役職員のストック・オプション行使による払込も併せて、当第３四半期連結累計期間に

おいて資本金が158,531千円、資本準備金が158,531千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資

本金が、2,559,905千円、資本剰余金が1,088,364千円となっております。

 

EDINET提出書類

株式会社ガーラ(E05114)

四半期報告書

15/21



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２日本 韓国 計

売上高      

 (1) 外部顧客への売上高 105,469 505,212 610,682 － 610,682

 (2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

31,210 14,432 45,643 △45,643 －

計 136,680 519,645 656,325 △45,643 610,682

セグメント損失(△) △262,167 △7,499 △269,667 △14,041 △283,708
 

(注) １．セグメント損失の調整額△14,041千円は、セグメント間取引消去△14,041千円であります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「日本」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において15,959千円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２日本 韓国 計

売上高      

 (1) 外部顧客への売上高 65,886 431,246 497,132 － 497,132

 (2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

63,515 3,660 67,176 △67,176 －

計 129,402 434,906 564,308 △67,176 497,132

セグメント損失(△) △146,300 △88,965 △235,265 7,689 △227,575
 

(注) １．セグメント損失の調整額7,689千円は、セグメント間取引消去7,689千円であります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度に米国子会社Gala Innovative Inc.の事業活動を休止したため、第１四半期連結累計期間から同

社を「日本」セグメントに含めております。これにより、第１四半期連結累計期間から「米国」セグメントはあり

ません。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。
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(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △22円99銭 △14円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額(△)(千円) △249,049 △203,563

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △249,049 △203,563

普通株式の期中平均株式数(株) 10,835,015 13,652,640

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

― ―

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載してお

りません。

　　２．平成25年10月１日付けで１株を100株に分割いたしました。これに伴い、前連結会計年度の期首に株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ガーラ(E05114)

四半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年２月１０日

株式会社ガーラ

取締役会  御中

海南監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   溝   口   俊   一   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   秋　　　葉　　　　陽　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ガーラの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２６年１

０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ガーラ及び連結子会社の平成２６年１２月３１日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度において営業損失345,971千円及び当期

純損失263,277千円を計上している。また、当第３四半期連結累計期間においても、営業損失227,575千円及び四半期純

損失203,563千円を計上している。現在の低迷した売上状況が継続すれば営業損失が継続し、資金繰りに懸念が生じる可

能性があり、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由について

は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実

性の影響は四半期連結財務諸表には反映されていない。

　当該事項は当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

その他の事項

　会社の平成２６年３月３１日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー

及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成２６年２月１２日付で無限定の結論

を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して平成２６年６月２８日付で無限定適正意見を表明している。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社ガーラ(E05114)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

